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能
代
商
工
業
振
興
促
進
条
例
の
一
部

改
正
で
研
究
施
設
設
置
助
成
金
を
追
加
し

て
い
る
が
、
研
究
施
設
の
立
地
予
定
は
あ

る
の
か
。

　
　

予
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現

在
、
市
が
推
し
進
め
て
い
る
洋
上
風
力
発

電
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
分
野
の
研
究
施
設
の
立
地
の
可
能
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業

費
の
実
績
の
検
証
は
。

　
　

発
行
額
に
対
し
て
の
販
売
率
が
88
・

48
％
で
比
較
的
多
く
の
世
帯
に
購
入
い
た

だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
換
金
額

約
６
億
６
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
ス
ー
パ

ー
や
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
以
外
の
中
小
店
舗

で
約
２
億
円
使
用
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

消
費
活
性
化
及
び
経
済
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
天
空
の
不
夜
城
推
進
事
業
費
に
関
し
、

協
議
会
運
営
費
補
助
金
の
概
要
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
が
協
議
会
を

運
営
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
来
、
花
火

等
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
非
常
に
負
担
も

か
か
り
、
業
務
に
支
障
が
出
て
い
た
た
め

に
、
事
務
局
を
独
立
さ
せ
て
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
運
営
費
の
一
部
を

市
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
開
始
か
ら
10
年
に
な
る
が
、
経
済
波

及
効
果
を
検
証
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

誘
客
数
や
、
商
店
街
等
の
売
上
げ
と

い
う
部
分
の
調
査
が
非
常
に
難
し
い
状
況

に
あ
る
た
め
、
今
後
数
値
を
出
せ
る
よ
う

な
検
証
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
　
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
費
に
関
し
、

能
代
河
畔
公
園
水
と
階
段
の
広
場
の
再
整

備
の
考
え
方
は
。

　
　

同
施
設
は
設
置
か
ら
26
年
経
過
し
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

事
業
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
再
整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
平
成
22
年
に
国
の
交
付
金
を
活
用

し
同
施
設
の
防
水
塗
装
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
処
分
制
限
期
間
が
10
年
残
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
、
整
備
内
容
も
含
め
、

国
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
今
後
の
農
業
集
落
排
水
事
業
の
見
通

し
は
。

　
　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
生
活
排
水

処
理
整
備
構
想
で
の
検
討
で
、
将
来
、
近

隣
ま
で
整
備
さ
れ
る
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
が
有
利
と
さ
れ
て
お
り
、
接
続

先
の
下
水
道
整
備
後
の
令
和
８
年
度
以
降

　

12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

条
文
に
つ
い
て
13
回
目
の
検
討
を
行
い
、

基
本
条
例
案
の
全
て
の
条
項
を
決
定
し
た

ほ
か
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

「
会
派
」
及
び
「
議
員
の
報
酬
」
に
関
す

る
条
項
に
つ
い
て

　
　
　

「
会
派
」
に
つ
い
て
、
会
派
改
革

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
委
員
よ
り…

会
派
希
望

案
に
「
協
議
」
の
文
言
を
入
れ
る
案
を
示

し
て
い
た
が
、
「
調
整
」
に
お
い
て
も
、

協
議
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
意
味
合

い
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

会
派
希
望
案
に
同
意
す
る
。

　
　
　

「
議
員
の
報
酬
」
に
つ
い
て
、
会

派
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
委
員
よ
り…
各

会
派
に
お
い
て
思
う
と
こ
ろ
は
そ
れ
ほ
ど

か
け
離
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
よ
り

よ
い
条
文
と
す
る
た
め
、
条
例
制
定
後
に

見
直
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
一
旦
削
除
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

「
会
派
」
に
関
す
る
条
項
を

会
派
希
望
案
と
し
、
「
議
員
の
報
酬
」
に

関
す
る
条
項
を
削
除
す
る
こ
と
を
全
会
一

致
で
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
議
会
基
本

条
例
案
全
23
条
文
を
決
定
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

条
例
案
を
法
令
審
査
に
諮
り
、
同
時
に

逐
条
解
説
案
を
策
定
、
全
員
協
議
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
議
会
報
告
会
等
に

よ
る
意
見
聴
取
を
経
て
、
来
年
３
月
定
例

会
で
議
案
（
条
例
案
）
提
出
す
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
　
　

全
員
協
議
会
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
、
当
委
員
会
の
委
員
は
全
会
派
か
ら
選

出
さ
れ
た
委
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
委
員
会
に
は
会
派
の
意
見
を
持
ち
寄

っ
て
全
て
の
条
文
を
全
会
一
致
に
よ
り
決

定
し
て
き
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
少

し
余
裕
を
持
た
せ
る
意
味
で
も
省
い
て
も

よ
い
と
考
え
る
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
議
会
報
告
会

の
開
催
は
、
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
開
催
さ
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
も
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
議
会
だ
よ
り
に

よ
り
意
見
聴
取
し
、
条
例
の
制
定
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会
は
省
く
こ
と
と

し
、
議
会
報
告
会
で
の
説
明
、
意
見
聴
取

に
つ
い
て
は
、
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
対

応
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

（
落
合
範
良
）

《
議
会
基
本
条
例
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

　
　

４
月　

法
令
審
査

　
　

６
月　

条
例
案
及
び
逐
条
解
説
の
協

議

　
　

10
月　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
議

会
報
告
会

　
　

12
月　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て
協
議

令
和
４
年

　
　

１
月　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
へ

の
回
答

 

　

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
　

３
月　

議
案
（
条
例
案
）
最
終
確
認

　
　
　
　
　

議
案
提
出

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
公
正

性
、
透
明
性
や
市
政
運
営
の
監
視
機

能
及
び
立
法
機
能
を
高
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
福
祉
の
増
進
、
市
全

体
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
制
定
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
あ
と
必
要
な
手
続
を
踏
ま

え
、
市
民
の
皆
様
に
条
例
案
の
内
容

を
お
伝
え
し
た
上
で
、
御
意
見
を
お

伺
い
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

質答

議
会
基
本
条
例
策
定
　

　
　
　
　
特
別
委
員
会

意
見

意
見

協
議
結
果

意
見

意
見

協
議
結
果

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
同
構
想
期
間
の
中

間
年
で
あ
る
７
年
度
に
改
め
て
検
討
す
る
。

　
　
臥
竜
山
浄
水
場
の
解
体
撤
去
作
業
の

年
次
計
画
と
、
跡
地
利
用
の
考
え
方
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
浄
水
処
理
施
設
の
解
体

を
開
始
し
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
当
初

８
０
０
０
万
円
の
工
事
費
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
実
施
設
計
に
よ
る
精
査
の
結
果
、

人
件
費
や
諸
経
費
率
の
上
昇
等
に
よ
り
、

約
５
６
０
０
万
円
増
え
、
１
億
３
６
０
０

万
円
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

解
体
予
定
を
２
か
年
か
ら
３
か
年
に
見
直

し
、
令
和
３
年
度
は
配
水
池
の
解
体
、
最

終
の
４
年
度
に
沈
殿
池
を
解
体
し
て
更
地

に
し
た
い
。
跡
地
に
つ
い
て
は
、
売
却
の

方
向
で
考
え
て
い
る
。

（
伊
藤
洋
文
）


